
 

 

２０２３年１０月２日 

 

各 位 

ＥＮＥＯＳ株式会社 

双日株式会社 

 

豪州における太陽光発電事業Ｅｄｅｎｖａｌｅの開所式開催について 

 

ＥＮＥＯＳ株式会社（社長：齊藤 猛、以下「ＥＮＥＯＳ」）と双日株式会社（社長：藤本 昌義、

以下「双日」）は、合弁会社である Ｓａｐｐｈｉｒｅ Ｅｎｅｒｇｙ Ｐｔｙ Ｌｔｄ を通じ  

出資参画※した、豪州クイーンズランド州における太陽光発電事業Ｅｄｅｎｖａｌｅ Ｓｏｌａｒ 

Ｐａｒｋ（以下、「本発電所」）の開所式を９月２８日に本発電所において開催しましたので、お知

らせいたします。 

 

本発電所は、ＥＮＥＯＳと双日にとって初の豪州における２０４ＭＷ（ＤＣ：直流）の大型太陽

光発電所であり、日系企業が主体となる豪州の太陽光発電所では最大規模です。２０２１年６月

から建設を開始し、この度定格出力での運転を開始いたしました。 

 

開所式にはディック財務大臣兼貿易・投資大臣、マカラム クイーンズランド州政府エネルギ

ー大臣補佐、マクヴェイ ウェスタンダウンズ市長、胡摩窪在ブリスベン日本国総領事を始めとす

る関係各位が参列されました。 

本太陽光発電事業に対し、アナスタシア・パラシェ・オーストラリア連邦クイーンズランド州

首相からは、「クイーンズランドは持続可能なエネルギーによる発電を推進しています。これは、

世界中の多くの投資家に対し、クイーンズランドでこのような投資機会が存在していることを 

示しています。この重要なプロジェクトは、クイーンズランドおよびそこに住む人々にとっての

大きな成功といえます。」とのコメントを受領しました。 

キャメロン・ディック財務大臣兼貿易・投資大臣からは「このプロジェクトが完成したことを

とても嬉しく思っております。これは既存の化石燃料から再生可能エネルギーへのエネルギー 

転換だけではなく、コミュニティの持続可能な未来へ貢献に資するものです。約４０万枚の太陽

光パネルによる再生可能エネルギー発電は、６万世帯の消費電力量に相当し、ケアンズと同様の

規模の都市における消費電力量にのぼります。このような投資は、一年を通し、その地域におい

て安定的な価格での電力供給を確保します。」とのコメントを受領しております。 

 

ＥＮＥＯＳは、グループの長期ビジョンで「エネルギー・素材の安定供給」と「カーボンニュー

トラル社会の実現」との両立に向け挑戦することを掲げています。その一環として、再生可能エ

ネルギーを軸とした発電事業を、豪州においても積極的に取り組み、今後も脱炭素・循環型社会

への実現に向け、環境配慮型エネルギーの供給を推進してまいります。 

 

双日は、２０５０年に向けた長期ビジョン「サステナビリティ チャレンジ」にて、脱炭素社会

実現への貢献を掲げる中で、本発電所を世界有数の資源大国として石炭由来の電力に依存してい

た豪州の再生可能エネルギーへの転換に貢献する案件として位置づけております。また、本発電

所から生産される電力の一部は、双日が同州内で保有・運営する製鉄用原料炭鉱のグレゴリー・

クライナム炭鉱に供給し、ＳＣＯＰＥ１および２の削減に寄与する計画としております。今後も

同国における再生可能エネルギーの案件開発や、本年５月に双日グループとなった同国の空調設備 



 

設計・施工及び省エネルギー事業を行うエリスエアー社を通じ、同国で事業をおこなう企業に対

し、競争力のある再生可能エネルギーの安定供給を行うことで、脱炭素社会の実現に貢献してい

きます。 

 

豪州は、２０５０年時点でのカーボンニュートラル達成を目指し、豊富な自然エネルギー資源

を活用した再生可能エネルギーへの新規投資を促進しています。事業機会の更なる拡大が見込ま

れることから、両社は今後も、同国における再生可能エネルギー開発を進めてまいります。 

 

※ ２０２１年６月１０日公表 

・当社初となる豪州太陽光発電事業への参画について 

・双日、豪州において日本企業が手がける中で最大規模となる太陽光発電所の建設を開始 (sojitz.com) 

 

 

<Ｅｄｅｎｖａｌｅソーラーの概要> 

 

<Ｅｄｅｎｖａｌｅ開所式> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左から、ＥＮＥＯＳ井上啓太郎副社長、ランス・マカラム クイーンズランド州政府エネルギー大臣補佐、

キャメロン・ディック財務大臣兼貿易・投資大臣、マクヴェイ ウェスタンダウンズ市長、 

双日西川健史執行役員、胡摩窪淳志在ブリスベン日本国総領事） 

 

名称 Ｅｄｅｎｖａｌｅ Ｓｏｌａｒ Ｐａｒｋ Ｐｔｙ Ｌｔｄ 

所在地 豪州クイーンズランド州 

総発電容量 

（両社出資見合い持ち分容量） 
約２０４ＭＷ（ＤＣ）（約１０２ＭＷ（ＤＣ）） 

敷地面積 約４２８ヘクタール（約４．３ｋ㎡） 

出資者 ＥＮＥＯＳ株式会社(５０％)※、双日株式会社(５０％) 

※ＥＮＥＯＳ Ａｕｓｔｒａｌｉａ 

（ＥＮＥＯＳ株式会社 １００％出資）を通じた出資 

https://www.eneos.co.jp/newsrelease/20210610_01_01_1103035.pdf
https://www.sojitz.com/jp/news/docs/20210610.pdf


 

<Ｅｄｅｎｖａｌｅ完成写真> 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ】 

ＥＮＥＯＳ株式会社 広報部広報グループ  ０３－６２５７－７１５０ 

双日株式会社  広報部   ０３－６８７１－３４０４ 

 

 

以上 


